
「人間・科学・宗教」をキーワードに新しい知の創造をめざす
　大学をとりまく環境が激変する時代の中、「選ばれる大学」として進化していくた
め、本学は平成15年度も引き続き、 第４次長期計画に基づく様々な施策を推進してま
いります。
　変化の激しい現代においては、社会的要請に対する柔軟な対応と変革への即応性が
求められます。そのためにも、本学の将来像を決定づける第4次長期計画に基づき、
教育研究の充実を推進するとともに、安定的かつ強固な財政基盤の確立・維持をはか
ります。
　平成15年度予算で、収入においては、学費（学生納付金収入）が177億円と収入の
67％を占めますが、その学費について 今回、（1）スライド制学費を廃止し、（2）
入学初年度の学費負担の軽減を図り、4年間を通じて学費納入額が同額となるよう施設
費の納入額を初年度に限り減免する（平成15年度入学生から適用）などの改正を行い
ました。
　支出については、法科大学院の設置申請や教育の充実、学生確保政策の推進、メデ
ィア機器や施設設備の充実など様々な 事業を新たに予算化しつつ、既存事業において
も、各事業が目的を充分達成でき、かつ有効に予算が執行されるように配慮しまし
た。
　みなさんの貴重な学費を中心とした大学財政がどのように展開しているかをご覧く
ださい。



平成15年度　事業目的別予算書総括表 （単位：百万円）

収入の部 支出の部
科目 予算額 科目 予算額

 学生納付金収入 17,679   人件費支出 10,834 
 手数料収入 1,305   教育研究費支出 5,334 
 寄付金収入 170   管理維持費支出 1,570 
 補助金収入 1,863   職員厚生福利費支出 303 
 資産運用収入 524   運営費支出 660 
 資産売却収入 0   一般施設等借入金元利返済金支出 1,504 
 事業収入 259   施設設備整備費支出 3,892 
 雑収入 151   引当金・積立金支出 502 
 借入金等収入 0   理工新学科創設費・講義室建築費 323 
 その他の収入 4,161   法科大学院創設費 710 
 前年度繰越収支差額 40   予備費 500 
     次年度繰越収支差額 20 
 収入の部合計 26,152   支出の部合計 26,152 

*本学独自の予算表

平成15年度　資金収支予算書総括表 （単位：百万円）

収入の部 支出の部
科目 当年度予算額 科目 当年度予算額

 学生納付金収入 17,679   人件費支出 10,992 
 手数料収入 1,305   教育研究費支出 5,659 
 寄付金収入 170   管理経費支出 1,356 
 補助金収入 1,863   借入金等利息支出 372 
 資産運用収入 524   借入金等返済支出 1,132 
 資産売却収入 0   施設関係支出 3,582 
 事業収入 259   設備関係支出 1,765
 雑収入 151   資産運用支出 513 
 借入金等収入 0   その他の支出 402 
 前受金収入 2,621   ［予備費］ 500 
 その他の収入 4,525   資金支出調整勘定 △153 
 資金収入調整勘定 △2,762     



 前年度繰越支払資金 4,736   次年度繰越支払資金 4,951
 収入の部合計 31,071   支出の部合計 31,071 

*学校法人会計基準による予算書

平成15年度　消費収支予算書総括表 （単位：百万円）

消費収入の部 消費支出の部
科目 当年度予算額 科目 当年度予算額

 学生納付金 17,679   人件費 10,843 
 手数料 1,305   教育研究経費 7.678 
 寄付金 180   管理経費 1,416 
 補助金 1,863   借入金等利息 372 
 資産運用収入 524   資産処分差額 37 
 資産売却差額 0   微収不能引当金繰入額 5 
 事業収入 259   ［予備費］ 500 
 雑収入 151   消費支出の部合計 20,851 

 帰属収入合計 21,961   当年度消費
 支出超過額 1,548 

 基本金組入額合計 △2,658   前年度繰越消費
 収入超過額 5,928 

 消費収入の部合計 19,303   翌年度繰越消費
 収入超過額 4,380 

*学校法人会計基準による予算書


